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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

高次元代数多様体の双有理幾何学を研究した。助成期間中は主にトーリック多様体と呼ばれる特殊なクラスの代数多様体の研究と、コホモロジー群の間の単射性定理の拡張を考えた。他にも極小モデル理論の中心的問題の一つであるフリップの停止問題等も扱った。高次元のフリップに関する専門書も数名で執筆した。ただ、数学の論文や著書は出版に時間がかかるので、出版済みの業績としては日本学士院紀要に載った短編の論文2つだけである。各々の研究成果を少し詳しく述べてみたい。On the Kleiman-Mori coneの方では、高次元代数多様体の研究で非常に重要なクライマン−森錐体について考えてみた。具体的に言うと、クライマンの判定法が成り立たない非常に簡単な病的な例をトーリック多様体で構成してみせた。クライマンの判定法が成り立たない例の存在はよく知られていたかもしれないが、これほど簡単な例を明示した文献は見たことがない。通常扱う代数多様体に対してはクライマンの判定法が成り立つのでクライマンの判定法は万能だと思ってしまいがちだが、かなり簡単な例で成り立たないことが確認できた。Smooth complete toric threefolds with no nontrivial nef line bundlesはミシガン大学の大学院生（当時）Sam Payne氏との共著である。初めての外国人との共同研究であった。実際の議論は電子メールでおこなったので、実はSam Payne氏とは会ったことがない。内容については、タイトル通り、非特異な完備トーリック3次元多様体で非自明なネフ直線束を持たないものを構成してみせた。分かってしまえば簡単なのだが、このような例が3次元でピカール数が5という非常に簡単な世界で存在すると言うのは驚きであった。証明は単なる初等的な計算だけである。研究助成金は主に専門書の購入と国内への短期の出張の旅費に使用した。
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	欧文概要　ＥＺ

I study the birational geometry for higher dimensional algebraic varieties. In 2004~2005, I mainly studied toric varieties. I also studied injectivity theorems of cohomology groups and Flip Conjecture II, which is one of the most important problem in the log minimal model program. I would like to explain more details on my papers in the list of the published papers. In the paper: On the Kleiman-Mori cone, I constructed a simple example on which Kleiman’s criterion does not work. I used the toric geometry to carry this out. In the joint paper with Doctor Sam Payne, we constructed smooth toric threefolds with no nontrivial nef line bundles. The Picard number of our example is five. We were surprised since there exists such a simple complete toric threefolds without nontrivial nef line bundles. 
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